
　組合員並びにＯＡＴＡ連絡協議会を
はじめ関係諸機関、団体の皆様には謹
んで新年のお慶びを申し上げます。
　平素はＯＡＴＡの事業活動に格別の
ご支援、ご協力を賜り紙面をお借りし
て御礼を申し上げる次第でございま
す。
　永年に亘る経済の低迷の中、政権交
代による有効な経済対策の期待も致し
ましたが、改善の兆しさえ見えないま
ま新年を迎えることになりました。旅
行業界における旅行消費者の動向もメ
ディア系の伸びが頭打ちとなり、急激
な拡大を続けておりましたネット系も
ここに至って緩やかな伸びに変化して
いるように思われます。

　最近は信頼のおける旅行業者に自分
たちの思い「食・地域・観光・文化・
体験等々」を十分に伝え反映させた満
足感の高い旅行を求める消費者が少し
ずつではありますが伸びる兆候が窺え
るようであります。これはまさに、地
域に密着した我々ＯＡＴＡの組合員が
得意とする分野であり期待するところ
であります。
　ＯＡＴＡのシンボル的事業でありま
す日本三大祭のひとつ「天神祭船渡御
の金幣船貸切り」事業は昨年も乗船券
販売が短期間で完売する盛況さであり
ました。本年も実施し取り組んでいく
予定でありＯＡＴＡの知名度向上に大
いに寄与することと思っております。

　また、組合員、組合員従業員に役立
つ研修の一環として国内、海外の研修、
商品説明会を昨年にも増し組合員の利
便、一助となるように取り入れていく
所存であります。
　取り巻く厳しい環境の中ＯＡＴＡの
基本理念を守り、組合員の権利を擁護
し、さらなる利便性の向上に尽くして
まいります。本年もまた、㈱全旅とは
連絡を密にし、より一層協力し連携し
ていく所存でございます。ＯＡＴＡ連
絡協議会の皆様とは強調、協力はもと
より、共に発展すべく積極的に相互提
案を行い、より綿密な関係をさらに構
築いたしてまいります。そして、明日
に向かって叡智を結集し、この難局を
乗り越えるべく努力してまいります。
　おわりに、組合員の皆様、ＯＡＴＡ
連絡協議会の皆様にはより一層のご支
援、ご協力を賜りますことをお願い申
し上げますとともに、今年が皆様方に
とりまして良き年でありますことを祈
念申し上げまして新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

平成23年
（2011）1月1日発行

（第161号）

　９月 13日（月）、総勢 38名の参加
で「四万十・あしずり」１泊研修を実
施いたしました。
　高知道を須崎東ＩＣまで走り、
四万十「アカメ館」や四万十川遊覧船
に乗り伝統漁を見学し、清流四万十川
の大自然を体感しました。「土佐・龍
馬であい博」土佐清水市サテライト会
場の「ジョン万次郎くろしお社中」を
見た後は足摺サニーサイドホテルで土
佐清水市長様をはじめ観光協会、旅館
組合、各受入施設の方々と交流会・懇
親会が催されました。本音で意見を語
り合う、有意義な一夜となりました。
翌日は、ボランティアガイドの説明を
聞きながら足摺岬をめぐり、竜串グラ
スボート、見残し、足摺海底館を見学
し、足摺黒潮市場にて美味しい海の幸
をいただき、大阪へと帰って参りまし
た。
　道路状況が改善されたとはいえ、ま
だまだ遠い足摺岬。しかし、少し頑張っ
て足を伸ばせば、ご褒美として絶景の
夕日と満天の星空が旅人を迎えてくれ
ます。雄大な自然を守りつつも、我々
が安心して送客できる観光地としてま
すます発展されることを期待します。
　　　　　　　　　　　　　　（福島）

組合員の
得意分野に光明
協同組合 大阪府旅行業協会
理事長  徳原　昌株

雄大な自然と美味しい海の幸
─四万十・あしずり1泊研修─

足摺岬



2 2011.01.01／第 161号

　新年明けましておめでとうございま
す。平成 23年の新春を迎えるにあた
り、ＯＡＴＡ組合員の皆様ならびにＯ
ＡＴＡ連絡協議会会員の皆様に謹んで
新年のご挨拶を申し上げます。
　旧年中は当協会の法定業務活動にご
協力とご理解を賜りありがとうござい

ました。本年も引き続きよろしくお願
いします。
　昨年を振り返りますと、経済情勢が
やや上向きかけた矢先に宮崎県の口蹄
疫問題、JAL の経営破綻、急激な円高、
中国の反日デモによる訪日外国人の落
ち込みとマイナス要素が渦巻く旅行業

界の中で、観光庁が平成 22年を「ビ
ジット・ジャパン・イヤー」と定め訪
日外国人 3000 万人プログラムを設定
したのは大きな前進ではないかと思い
ます。
　しかし、この目標も国内のしかも地
方の地旅が魅力を持つことで達成でき
ると考えます。我々にできることは地
域の特色ある地域資源を活用した集客
力と魅力ある観光を創出し提供するこ
とで観光産業に寄与できるのではない
でしょうか。
　当協会の原動力はＯＡＴＡの結束力
と認識しており、我々 1人ではその

スタートラインにも立てませんが、Ｏ
ＡＴＡを礎に結束すれば何倍もの相乗
力が生まれます。羽田空港のハブ化、
LCC の関西空港乗り入れ、東京スカイ
ツリーの開業、世界ジオパークの認定
と観光素材も全国規模で新出していま
すので、今年は兎年にふさわしく旅行
業界の「まいど 1号」を作り出し「が
んばんないよ大阪も」と、飛躍の年と
なるよう結束いただければ幸いです。
　結びにあたり、皆様のご健勝とご多
幸を心からお祈り申し上げ、年頭のご
挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございま
す。
　本年は、大阪の将来を見据えた次な
る第一歩を踏み出す時と考えていま
す。徹底した改革を断行しつつ、あく
までも財政規律を堅持する。その上で、
大阪の都市魅力の創造、大阪の成長に
向け財源の重点配分を行い、「改革」
と「成長」を府政の両輪として運営し
ていきます。
　特に力を注ぎたいのが、大阪の成長
です。アジアを中心とする新興国の経
済が急速な成長を遂げているなか、都

市間競争にうち勝つためには大阪の再
生を図り、日本全体の「成長」エンジ
ンとしての役割を発揮させることが不
可欠です。現状としっかり向き合い、
成長の道筋を描くため「大阪の成長戦
略」を策定しました。今後 10年間の
目標を掲げ、「環境や新エネルギー等
の高い技術力を活かし、さらなる『高
付加価値を創造する都市（ハイエンド
都市）』」と「阪神港と関西国際空港を
活用し、アジアと日本各地を結び『集
積・交流・分配機能を発揮する都市（中
継都市）』」を目指します。

　こうした戦略を実現するためには、
大阪産業の要である中小企業の振興が
重要なカギです。「グローバル化」は
もはや避けられない流れです。中小企
業の皆様には自らの強みを再認識し、
技術を活かして新たな分野に果敢に挑
戦するとともに、海外にもっと目を向
けていただきたいのです。大阪府では、
ものづくり総合支援拠点として「もの
づくりビジネスセンター大阪」をス
タートさせています。また、府立産業
技術総合研究所もお手伝いし「新分野
に打って出る」「海外に打って出る」
中小企業の皆様を大いに応援していき
たいと考えています。
　もう一つ「教育」。未来への投資です。
私は、子どもたちへの教育に徹底して
こだわってきました。議会の議決をい
ただければ、この春の入試から私立高
校等の授業料無料化を年収６１０万円

未満世帯まで拡充します。また、年収
800 万円未満世帯についても保護者
負担が 10万円に収まります。これに
より、全体の７割の子どもたちにとっ
て中学校卒業段階での学校選択の幅が
格段に広がることになります。これ
は、他府県に例のない大規模な支援策
です。大阪全体の底上げにつなげたい
というのが、私の思いです。
　昨年 12月、関西広域連合が始動し
ました。国の権限委譲の受け皿として
最大限に活用し、本年を、地域主権改
革を大きく進める年にできればと考え
ます。
　皆様の一層のご理解とご協力をお願
いしますとともに、本年が実り多いす
ばらしい年となりますよう心からお祈
りします。

年頭のごあいさつ

成長戦略と未来への投資
大阪府知事

橋下　徹氏

OATAの結束力が原動力
社団法人 全国旅行業協会 大阪府支部
支部長  松本　晃氏
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　新年あけましておめでとうございま
す。
　旧年中はＯＡＴＡ連絡協議会への多
大なるご支援・ご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　さて昨年から引続き内需の成長が期
待しにくい中、観光産業も潜在需要の
大きいアジア全域に活路を求めていま
す。旅行、ホテル大手がアジア客の取
り込みを本格化させています。昨年７
月に日本政府が観光ビザ（査証）の発

給要件を緩和しました。中国からの観
光客増が期待されていますが、足元は
日中摩擦が逆風になっています。リス
ク分散のためにも中国以外のアジア客
向け事業を強化すべきです。
　旅行需要は円高などを追い風に海外
行きは回復していますが、国内は低
迷が続き価格競争が激化しています。
全国消費者物価指数の生活関連や教
養、娯楽関連など「一般サービス」は
2010 年 9 月まで 17 カ月連続で前年

同月を下回りました。少子化による市
場縮小も避けられず、内需型のサービ
ス産業も国内への過度の依存からの脱
却を進めています。
　観光産業を支えてきた旅行業。誰で
も簡単に宿泊などをインターネット予
約できるようになり、旅の手配を請け
負うビジネスモデルが揺らいでいま
す。米国 59％に対し日本は 16％…旅
行予約サイトの世界最大手、米エクス
ペディアが調べた旅行市場に占める
ネット販売比率です。「自力で集客し、
誰にも手数料を払わない仕組みを作り
たい」と狙いを話すホテル・旅館も出
現してきました。
　アジアを舞台に本格化する空の大競
争は旅行会社の経営に波及していま
す。国内外の航空会社は国際線の手数

料廃止、国内航空の手数料を半分に減
らしました。手をこまねいていては縮
小均衡に向かうばかり、旅行ビジネス
の変革は待ったなしです。
　この現況を真摯に受け止め、従来と
は違った対応をすべきだと思います。
　年の始めにあたり、所感の一端を述
べました。
　ＯＡＴＡの皆様にとって昨年も申し
ましたが “組織の力” はその打開に大
きな役割を果たされると確信しており
ます。　ＯＡＴＡ連絡協議会会員は、
その「力」に期待するとともに協力を
惜しみません。
　最後にＯＡＴＡの組合員・連絡協議
会会員・ご家族の皆さんのご健康とご
多幸を心から祈念いたしましてご挨拶
といたします。

　明けましておめでとうございます。
　さて昨年を振り返りますと、国内旅
行においては、一昨年の新型インフル
エンザの影響による売上の落ち込みか
ら立ち直り、延期していた団体旅行の
実施が多数ありましたが、一方で景気
低迷による影響も続いております。海
外旅行においては、円高基調を追い風
に良好な推移を見せ、特に中国への旅
行は上海万博の開催も後押しとなり上
昇傾向にありました。しかし、９月に
発生した尖閣諸島沖での中国漁船衝突
事件の影響で大幅な減少に転じてしま
いました。さらに北朝鮮による延坪島
砲撃のため韓国への旅行も伸び率が低
下し、市場全体では堅調な欧米方面や
旅行先を変更する代替需要で凌ぐ結果
となりました。インバウンド旅行でも
アジア圏からの訪日旅行がたいへん大
きな増加幅を示し、特に中国からは個

人観光ビザの発給要件の緩和などで過
去最高を記録し非常に好調でしたが、
こちらも中国漁船衝突事件の影響で大
幅減となってしまいました。
　また、宮崎県においては昨年４月に
発生した口蹄疫のため、風評被害等に
より観光産業をはじめ大打撃を受ける
こととなりました。これを支援すべく
当協会では、７月に宮崎市で全支部長
の参加のもと「緊急全旅合同会議」を
開催するとともに、10 月から本年３
月末まで「がんばんないよ！宮崎」キャ
ンペーンを実施しております。
　国際交流活動としては、昨年 11月
に㈱全旅の主催で「日本・トルコ交流
120 周年記念ツアー」が実施されま
した。全国から約 300 名の会員の皆
さまがご参加くださり、私も同行させ
ていただきました。私どもの訪問が日
本とトルコの両国の絆を一層深める良

い機会となったものと思います。
　一方、観光産業にとって追い風とな
るようなニュースもありました。昨年
10 月には羽田空港の新しい国際線旅
客ターミナルがオープンし、東京都心
へのアクセスの良さを誇る国際空港と
して再スタートを切りました。12 月
には東北新幹線が新青森まで、さらに
本年３月には九州新幹線が鹿児島中央
まで全線開通の予定です。これらが日
本の観光を牽引する新しい力として、
そして停滞する日本経済の起爆剤とな
るように期待しています。
　観光庁においては発足から２年余が
経過し、観光立国の実現に向けてさら
に大きな重責を担い、国を挙げて観光
立国に取り組む体制が整ってまいりま
した。昨年６月には政府の新成長戦略
の中で、観光が重要な柱の一つとして
閣議決定されており、これにより「観
光」が地域経済の活性化や雇用機会を
生み出す重要な政策の一つとしての位
置付けがなされ、私どもとしましても
大いに歓迎するものです。当協会では
国の政策と一体となって事業を推進
し、観光立国の実現に向けてリーダー
シップを発揮しなければなりません。

　現在、当協会は公益法人制度改革の
中で「特例民法法人」に位置付けられ
ており、平成 25 年 11 月までに「一
般社団法人」に移行しなければなりま
せん。これに対応するため、特別委員
会を設置し組織体制をはじめ諸問題に
ついて精査を行い、本部と支部が一丸
となって様々な課題について慎重な協
議を重ねております。
　そして、本年４月に富山県で第８回
国内観光活性化フォーラムが開催され
ます。当協会の最大のイベントを成功
させるべく、目下準備を進めておりま
す。本年は「日本の元気は地旅から進
化する地旅へ　おもてなしの風を富山
から！～水深 1000 ｍから標高 3000
ｍまで “富山でしか体感できない旬”
～」「地旅で観光立国に貢献！」をテー
マに、各地域の会員旅行業者が地元の
行政や観光関係者等と連携し、地元な
らではの観光素材を発掘し、新たな旅
行商品を企画・造成し、全国の会員
が共同で送客する地旅・着地型旅行
のさらなる推進を図ってまいります。
フォーラムは、会員の皆さまが相互交
流する最大の機会でありますので、積
極的なご参加をお待ちしております。

観光立国へリーダーシップ
社団法人 全国旅行業協会
会　長  二階　俊博氏

年頭のごあいさつ

変革へ待ったなし
OATA連絡協議会
会　長  川村　智一氏
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■ 告　知　欄 ■
山 梨 ホ テ ル 鐘 山 苑 11月1日に屋上露天風呂リニューアルオープン、又 温泉名変更  鐘山苑温泉から富士山温泉になりました。 平成22年12月

大 阪 帝 産 観 光 バ ス 帝産観光バスのネットワークは、温かく心に響く日本の魅力をお届けいたします。 平成22年12月

島 根 玉 造 温 泉  松 の 湯 5・6階客室新装・露天風呂付客室新設・玄関改装、又今春3月に食事処も一新いたします。 平成22年12月

京 都 海 花 亭 二つの宿があり、水産会社直営の宿だからできる日本海の旬の魚介類をご堪能頂けます。 平成22年12月

長 野 ホ テ ル 木 曽 路 自慢のお風呂、総ひのき造りの「縁覚の湯」が2月1日よりリニューアルオープン 平成22年12月

大 阪 富田林市農業公園サバーファーム 甲子園球場の5倍の広さで、サツマイモ、苺、ぶどう狩りができる、富田林農業公園です。 平成22年12月

兵 庫 う め 丸 空中露天風呂12月10日にオープン。貸し切り露天風呂(ご宿泊)も同時オープン。 平成22年12月

三 重 合 歓 の 郷 今秋新たに、日常から解き放たれた空間で過ごすアウトドアパーティースタイルが誕生しました。 平成22年12月

大 阪 リーガロイヤルホテルグループ 10ホテルのお問い合わせはすべて、電話06-6448-3921です。 平成22年12月

大 阪 ㈱タビックスジャパン 大阪支店 今年建国100周年を迎え、花博で賑わう台湾への手配なら・・・ 平成22年12月

兵 庫 兵 衛 向 陽 閣 平成22年7月に有馬初の本格ブッフェレストラン「花の舞」がオープン!約50種類の料理がお愉しみ頂けます。 平成22年12月
※お断り：提供いただいた原稿を広報部で一部編集している場合がございます。

平成22年12月現在

　去る平成 22 年 11 月 16 日㈫、冬
型のお天気で底冷えのする中、大阪バ
ス２台に分乗し、ＯＡＴＡ組合員とＯ
ＡＴＡ連絡協議会会員 60名にて、来
年スタートするＮＨＫ大河ドラマ第
５０作目の「江～姫たちの戦国」のヒ
ロイン江のふるさと、滋賀県は近江・
長浜の地へ向かいました。
　現地の長浜では、長浜市江・浅井三
姉妹博覧会実行委員会誘致宣伝部の藤
屋氏、産業経済部観光振興課からは北
川参事と野沢氏両氏が長浜インターか

らバスに乗込んでいただき、江・浅井
三姉妹博覧会（23 年 1月 15 日～ 12
月 25 日開催、先行オープンは 22 年
12 月 25 日から）の期間中、会場間
を走るシャトルバスのルートに沿って
製作、設営中の博覧会会場などを案内、
説明していただきました。
　お昼の会場は「詩情漂う湖畔の料亭
旅館」長浜太閤温泉『浜湖月』での昼
食にて、受入行政からは長浜市長の藤
井様の歓迎のあいさつから始まり、滋
賀県旅行業協会の矢野理事長、浜湖月
の岸本代表と続き、いかに長浜の方々
がこのドラマに力を注いでいるのかひ
しひしと伝わってまいりました。歓迎
の謝辞として連絡協議会の川村会長な

江のふるさと
長浜へ日帰り研修

らびに大阪府旅行業協会の徳原理事長
のあいさつと続き、連絡協議会中村副
会長の乾杯の発声の下、食事に移らせ
ていただきました。
　長浜市の観光に携わる方々の意気込
みを参加した皆さんが感じたのではな

いかと思います。帰りは新しい観光ス
ポット「MITSUI・OUTLET・PARK 竜
王」に立ち寄り帰路につきました。
　長浜の皆様ありがとうございまし
た。博覧会の成功を心よりお祈りして
います。　　　（広報部長・藤林久也）

連絡協議会コーナー



 組合員動向                                    平成22年12月10日現在
■新規組合員
コード 組合員 代表者／所在地／TEL・FAX／登録番号 支部

420 パナウル㈱

代表取締役　本園　茂徳

1
〒560ｰ0032　豊中市蛍池東町1ｰ6ｰ9
　　　　　　　  久松ビルⅡ202

TEL.06ｰ6844ｰ5105 FAX.06ｰ6844ｰ5107

大阪府知事登録旅行業　第3ｰ2556号

421 ㈱リードトラスト

代表取締役　神野　政彦

5
〒597ｰ0011　貝塚市北町6ｰ29ｰ409

TEL.072ｰ447ｰ4157 FAX.072ｰ452ｰ8067

大阪府知事登録旅行業　第3ｰ2548号

■組合員異動
コード 組合員名 項　　　　目 支部

189 ㈱大阪国際旅行

所在地・支部・TEL・FAX番号変更

3〒541ｰ0058 大阪市中央区南久宝寺町3ｰ3ｰ3
　　　　　　    三都ビル

TEL.06ｰ6281ｰ0250 FAX.06ｰ6281ｰ0260

234 ㈱トラベルジャパン
FAX番号変更

3
FAX.06ｰ6374ｰ0416

299 ㈱旅の企画室

所在地・支部・TEL・FAX番号変更

2〒576ｰ0016 交野市星田1ｰ10ｰ8

TEL.072ｰ808ｰ7361 FAX.072ｰ891ｰ6775

415 ㈱ドリーム・ステージ

所在地変更

1〒532ｰ0023 大阪市淀川区十三東2ｰ10ｰ13ｰ305

TEL・.FAXは変更なし

■組合員脱退
コード 組合員名 代　表　者 支部

067 ㈱東大阪旅行会 　山 下　進 2

 ＯＡＴＡクーポン新規協定契約先    平成２2年１２月１０日現在

■船車券

近 畿 バ ス 06090101 ㈱紀州観光

近 畿 バ ス 06090501 観光夢めぐり㈱

九 州 バ ス 79400901 ㈲永峰観光バス

■宿泊券

長 野 上諏訪温泉 03320101 ぬのはん

福井県 芦 原 温 泉 75100201 べにや

兵庫県 豊 岡 76100601 HOTEL KOSHO

京都府 京 都 市 76100701 ホテル本能寺

香川県 小 豆 島 78100501 森口屋旅館オリーブ苑

宮崎県 宮 崎 市 09351301 愛和宮崎リゾート

■観光券

大阪府 大 阪 市 76701101 づぼらや 道頓堀店

京都府 嵐 山 76701201 湯豆腐 嵯峨野

大阪府 大 阪 市 76700901 づぼらや 新世界本店

宮崎県 宮 崎 市 09351302 愛和宮崎リゾート

■提携業社

㈱シースカイツアー
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　新年明けましておめでとうございま
す。平成２３年の新春を迎えるにあた
り、中小企業関係者の皆様に謹んで新
年のご挨拶を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、我が国経済
は一昨年のリーマンショック以降の景
気悪化から持ち直しの動きが見られま
したが、８月以降の急激な円高によっ
て輸出関連企業を中心に経済基盤を大
きく揺るがしております。
　この状態が続けば、企業の海外展開
に拍車がかかり産業の空洞化が懸念さ
れ、とりわけ地域経済社会に大きな役
割を担っております中小企業にとりま
しては、原材料価格の高止まりによる
コストアップも続き、中小企業の体力
低下を招き、我が国経済全体に大きな
影響を及ぼすことが憂慮されるまま新
年を迎えることとなりました。このよ
うな状況下において、組合等では常に
経営環境の変化に対応して既存事業や
運営体制等を見直し、組合員企業の経
営革新、効率化等を進める事業活動を
展開し、競争力を強化していくことが
重要であります。
　特に、大阪経済の活性化のためには、
創業や中小企業が連携した新事業活動
に加え、府内の中小企業、組合等によ
る地域資源を活用した新商品・新サー
ビスの開発・販売の促進に向けた取り
組みが必要であります。
　本会といたしましては、大阪経済を
支える府内中小企業が事業を継続し、
雇用の維持に努めていくために、組合
や中小企業連携組織の支援をより一層

充実させ、従来の中小企業組合だけで
なく、中小企業連携組織の専門支援機
関として、任意グループ、ＬＬＰ、Ｌ

ＬＣ等いわゆる多角的連携組織の組織
化支援も行ってまいります。また、組
合等の連携組織の機能を最大限に活用
し、ものづくり製品開発等支援事業、
地域資源活用事業、農商工連携等への
中小企業が有する独創的な経営資源の
相互補完やネットワーク形成のための
コーディネート機能の拡充強化にも積
極的に取り組んでまいる所存でござい
ます。

　会員各位におかれましては、極めて
厳しい情勢下にありますが、決意を新
たに我が国経済社会の発展と中小企業
の振興のために、ご精進いただくこと
をご期待申し上げます。
　結びにあたりまして、新年が皆様方
にとりまして大きな飛躍の年となりま
すよう心からお祈り申し上げまして、
年頭のご挨拶といたします。

組合、企業連携を支援
大阪府中小企業団体中央会
会　長  岡本　楢雄氏



8 2011.01.01／第 161号


